
政
府
が
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
進

め
て
い
る
「
地
方
創
生
」
は
、
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
日
本
全
体
の
活
力
を
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
連
の
政
策
で
あ

る
。
中
で
も
観
光
は
、
地
方
に
お
け
る
定

住
人
口
の
減
少
を
、
交
流
人
口
の
増
大
と

消
費
拡
大
、
そ
し
て
雇
用
創
出
に
よ
っ
て

達
成
し
よ
う
と
い
う
点
で
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地

方
で
先
行
的
か
つ
急
速
に
進
む
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
や
近
年
の
急
激
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
「
人
手
不
足
」

が
顕
在
化
し
、
十
分
な
受
入
環
境
が
整
わ

な
い
観
光
地
も
少
な
く
な
い
。

1
2

「
地
方
創
生
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方

振
興
・
地
方
活
性
化
と
何
が
違
う
の
か
、

こ
の
政
策
の
狙
い
、
枠
組
み
、
そ
の
中
で

果
た
し
て
観
光
は
ど
こ
ま
で
機
能
す
る
の

か
、
特
集
１
で
は
そ
の
期
待
と
限
界
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

1
「
地
方
消
滅
」
の

シ
ョ
ッ
ク
と
地
方
創
生

我
が
国
の
国
土
政
策
は
、全
国
総
合
開

発
計
画
（
注
１
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
貫
し
て「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」を
目

指
し
て
、大
都
市
圏
に
集
中
し
た
“
人
口
”

と“
産
業
”
を
地
方
へ
移
転
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
お
そ

ら
く
人
口
が
増
加
し
、
右
肩
上
が
り
の
時

代
に
は
有
効
に
機
能
し
た
政
策
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
明
ら
か
に
節
目
が

変
わ
っ
た
の
は
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
り
、
５
次
に
わ
た
る
全
総
計
画
か
ら
国

土
形
成
計
画
（
注
２
）
へ
と
法
制
度
が
抜
本

改
正
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
に
加
え
て
人
口

減
少
社
会
へ
の
危
機
が
意
識
さ
れ
始
め
て

か
ら
で
あ
る
。
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

11
月
、国
土
審
議
会
計
画
部
会
が
取
り
ま

と
め
た「
国
土
形
成
計
画（
全
国
計
画
）に

関
す
る
報
告
」
に
は
、
時
代
の
潮
流
と
国

土
政
策
上
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に

「
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
急

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」の
創
生
と
観
光

―
―「
地
方
創
生
」
の
ジ
レ
ン
マ
と
本
特
集
の
構
成

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長

梅
川  

智
也

観光文化230号 July 2016

観光地における雇用環境を考える
｜｜「地方創生」と観光

特 集

本
年
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
と
な
っ
た
熊
本
県
は
も
ち
ろ
ん
、
震
災
後
の
い
わ
ゆ
る
「
風
評
被
害
」
に
よ
っ
て
困
難
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
観
光
地

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
観
光
復
興
を
当
財
団
一
同
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
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速
な
高
齢
化
の
進
展
」
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
後
、「
地
方
創
生
」
政
策
へ
の
道

を
開
い
た
の
は
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

８
月
に
発
表
さ
れ
た
“
８
９
６
の
消
滅
可

能
性
都
市
”（
注
３
）
の
リ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

そ
の
波
紋
は
大
き
く
、
す
ぐ
さ
ま
今
号
の

巻
頭
言
を
お
願
い
し
た
明
治
大
学
の
小
田

切
徳
美
先
生
な
ど
地
方
に
軸
足
を
置
く

実
践
型
の
研
究
者
に
よ
る
反
論
（
注
４
）
が

相
次
い
だ
。
そ
う
し
た
中
で
政
府
は
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針（
骨
太

の
方
針
）」
に
早
速
取
り
上
げ
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
が
設
置
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
な
ど
関
連
法
が

成
立
、
翌
年
早
々
に
は
人
口
減
少
の
克
服

に
向
け
た『
長
期
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』と
５

カ
年
の
『
総
合
戦
略
』
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、都
道
府
県
や
基
礎
自
治
体
に
も「
人

口
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と「
総
合
戦
略
」の

策
定
を
努
力
目
標
と
し
た
（
図
１
）。

観光地、特に温泉地などの現場の方々から最近「人手不足」という話をよく耳にします。

急速な訪日外国人の増加が影響しているものと推察しますが、

必ずしもそれだけで説明できない構造的な要因が潜んでいることは想像に難くありません。

観光立国の推進は、まち・ひと・しごとを創出し、大都市や海外から＂人＂＂金＂＂情報＂を地方へ移転する、

まさに「地方創生」の牽引車と考えられます。その受け皿となる観光地が「人手不足」「人材不足」では、

地方創生の実現に影響を及ぼしかねません。まさに、それは地方創生のジレンマと言えるのではないでしょうか。

本号では、観光産業、特に宿泊産業を中心に観光地における雇用環境の現状を多面的に把握し、

雇用と人材に着目することの重要性や雇用の維持・向上に向けた今後の方向性について考察します。

3 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集1「まち・ひと・しごと」の創生と観光——「地方創生」のジレンマと本特集の構成

図１ 我が国の国土政策の流れ

2014年
（H26）
安倍内閣

＜基本目標＞
開発方式等

＜多様性と連携によ
る国土･地域づくり＞
対流促進型国土の

形成

①地域格差の縮小
低開発地における自然資源立脚型観光開発

②交流・親善
都市観光開発による国際交流や都市農村交流

観光政策の方向性

○広域観光ルートの形成
○大規模観光開発基地の建設
○自然観光レクリエーション地区・大規模海岸性

レクリエーション基地の建設

●国土管理政策における観光 
○自然・文化資源の保護と活用 
○水系・森林・海域の利用

●国民生活基盤の整備政策における観光

●リゾート地域の整備 
○地域都市の国際交流拠点
○山岳・海洋地域でのリゾート開発
○農山村での長期滞在リゾート整備

●国内および国外からの観光の振興 
○地方圏への外国人客誘致など国際観光の振興 
○国内観光の振興　グリーンツーリズム、バリア

フリーなど

●東アジアとの円滑な交流・連携　
観光立国の実現

●持続可能な地域の形成　
二地域居住、交流・連携の核となる場づくり

●「新たな公」を基軸とする地域づくり
地域の発意･活動による地域資源の発掘活用

●国の光を観せる観光立国の実現 
○国際観光需要の積極的な取り込み 
○「交流人口」の増加、「滞在人口」の拡大 
○内外の富裕層に対応した取り組み創出

●田舎暮らしの促進 
○「協働人口」（「二地域生活･就労」促進）の拡大

●個性ある地方の創生/共助社会づくり 
「人の対流」の推進･活用

●グローバルな活躍の拡大　　
観光立国に対応した国土づくり

●国土基盤の維持･整備･活用　　
「ストック効果」の最大限の発揮（道の駅等）

国土のグランド
デザイン2050

国土総合開発法

国土形成計画法

1962年
（S37）
池田内閣

1969年
（S44）
佐藤内閣

1977年
（S52）
福田内閣

1987年
（S62）

中曽根内閣

1998年
（H10）
橋本内閣

＜地域間の均衡
ある発展＞

拠点開発構想

＜豊かな環境の
創造＞

大規模開発プロ
ジェクト構想

＜人間居住の
総合的環境の

整備＞
定住構想

＜多極分散型
国土の構築＞

交流ネットワーク
構想

＜多軸型国土構造形
成の基礎づくり＞
参加と連携による

国土づくり

全国総合開発計画
（全総）

新全国総合開発計画
（新全総）

第三次
全国総合開発計画

（三全総）

第四次
全国総合開発計画

（四全総）

21世紀の国土の
グランドデザイン

我が国の国土政策の流れ

2008年
（H20）
福田内閣

2015・16年
（H27・28）

安倍内閣

＜「開発」基調から「成
熟社会型の計画」へ＞
国主導から分散型の

計画づくり

＜「コンパクト＋ネット
ワーク」の形成＞

対流促進型国土の
形成

国土形成計画
（全国計画、
広域地方計画）

新たな国土形成計画
（全国計画、
広域地方計画）

現在 現在

地方創生
まち・ひと・しごと

創生本部
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2
「
地
方
創
生
」と
は
…
…

戦
後
、
我
が
国
で
常
に
語
ら
れ
て
き
た

政
策
テ
ー
マ
が
地
方
の
振
興
で
あ
り
、
活

性
化
で
あ
る
。
今
回
の
地
方
創
生
は
こ
れ

ま
で
の
地
域
再
生
や
地
方
振
興
、
地
方
の

活
性
化
と
何
が
違
う
の
か
。
こ
れ
ま
で
の

延
長
線
上
に
あ
る
の
か
な
い
の
か
。
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
枠
組
み
や
制
度
が
あ
る
の

か
…
…
。

一
言
で
言
え
ば
、「
国
が
枠
組
み
と
推

進
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
潤
沢
な
予

算
（
地
方
創
生
交
付
金
）
を
確
保
し
、
国

と
地
方
が
人
口
減
少
社
会
の
危
機
感
を

共
有
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
を
地

方
自
ら
に
策
定
さ
せ
た
こ
と
」
で
あ
ろ
う
。

地
方
が
自
ら
の
地
域
に
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
地
域
の
資
源
を
磨
き
上
げ
、
独
自

の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
自

立
し
た
地
域
が
連
携
し
、
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
地
方
創
生
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を

国
主
導
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
関
す
る
議

論
は
必
要
で
あ
り
、
い
つ
か
将
来
今
回
の

地
方
創
生
政
策
の
総
括
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

２
０
１
４
年
度
補
正
予
算
と
し
て
閣
議

決
定
さ
れ
た
地
方
創
生
先
行
型
の
交
付
金

は
、１
７
０
０
億
円
規
模
。
続
く
、地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
に
は
１
０
０
０
億
円
、

１
／
２
補
助
な
が
ら
地
方
創
生
推
進
交
付

金
は
１
０
０
０
億
円
…
…
な
ど
の
財
政

支
援
、
そ
し
て
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

や「
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
」…
…
な

ど
の
人
的
支
援
、
ま
ち･

ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
に
よ
る
手
厚
い
情
報
提
供
や
情

報
共
有
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
…
…
な
ど
の

情
報
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
た
異
次
元
の
フ
レ
ー
ム
で

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

地
方
が
や
り
た
い
政
策
や
事
業
の
提
案
を

受
け
、
そ
こ
に
国
が
予
算
と
人
、
そ
し
て

情
報
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う
新
し
い
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
。
補
助
金
で
は
な
く
、
交

付
金
と
い
う
言
葉
か
ら
も
そ
の
趣
旨
は
理

解
で
き
る
が
、
ま
だ
“
国
が
主
導
す
る
地

方
創
生
”
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
は
依
然
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

3
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
と
総
合
戦
略

地
方
の「
ま
ち
」を
活
性
化
し
、「
ひ
と
」

を
い
き
い
き
と
し
、「
し
ご
と
」
を
創
っ
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
日
本
社
会

を
維
持
す
る
、
そ
れ
が
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
で
あ
り
、「
人
口
減
少
の
歯

止
め
」
と
「
東
京
一
極
集
中
の
是
正
」
が

明
確
に
謳う

た

わ
れ
て
い
る
。

国
の
総
合
戦
略
の
「
基
本
目
標
」
は
、

①
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創

出
す
る

②
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と

地
域
を
連
携
す
る

の
４
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
政
策
パ
ッ

4観光文化230号 July 2016

図２ 地方創生の枠組み―まち・ひと・しごと創生基本方針2016

１．地方創生をめぐる現状認識 
◎人口減少の現状
◎東京一極集中の加速
◎地域経済の現状

２．地方創生の本格展開 

各分野の政策の推進地域 地域特性に応じた戦略の推進 多様な支援

①地方にしごとをつくり、安心
して働けるようにする（ローカ
ル ・アベノミクスの実現）

②地方への新しいひとの流れを
つくる

③若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる（地域ア
プローチによる少子化対策の
推進）

④時代に合った地域をつくり、
安心な暮らしを守るとともに、
地域と地域を連携する

各分野の政策推進に加え、過度
な東京一極集中や人口減少の進
行を踏まえ、地方創生の一層の
推進を図る観点から、地域特性
に応じ、取り組みが遅れている
課題について戦略・事業を強化

①東京圏への若者の転出が多い
政令市・県庁所在市等

②今後急速な社会減および自然
減が予想される地域

地方創生版
三本の矢

情報支援

人材支援

財政支援

出典：「まち・ひと・しごと創生基本方針2016」の概要を簡略化した

230観光文化_特集1.indd   4 2016/07/01   10:08



る
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、温
泉
地
で
は
「
人

手
不
足
」「
人
材
不
足
」
と
な
っ
て
い
る
。

全
般
的
に
地
方
経
済
は
右
肩
上
が
り

の
成
長
は
見
込
め
ず
、
生
産
性
も
下
が
っ

て
い
る
た
め
、若
い
人
を
引
き
付
け
る「
相

応
の
賃
金
」「
安
定
し
た
雇
用
」「
や
り
が

ケ
ー
ジ
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価

指
標
）
が
設
定
さ
れ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
っ
て
計
画
監
理
が
行
わ
れ
る
と
い

う
仕
掛
け
で
あ
る
。

地
方
に
お
け
る
総
合
戦
略
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）

（
注
５
）と
い
う
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
が

準
備
さ
れ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

各
種
統
計
・
分
析
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

4
観
光
は
地
方
創
生
の
柱

と
な
る
の
か

︱
地
方
経
済
が
衰
退
し

て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
人
手
不
足

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
代
表
的

な
政
策
の
柱
が
「
観
光
」
で
あ
る
。
地
方

に
人
を
呼
び
込
ん
で
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
３
つ
の
創
生
を
達
成
す
る
。
そ
の
成

功
例
は
観
光
地
の
中
で
も
「
温
泉
地
」
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
地
方
の

「
温
泉
」
と
い
う
地
域
資
源
を
活
か
し
て
、

宿
泊
業
、
物
販
業
、
飲
食
業
な
ど
を
興
し
、

雇
用
（
し
ご
と
）
を
創
出
す
る
と
い
う
、

温
泉
地
は
地
方
創
生
の
牽
引
車
と
言
え

い
の
あ
る
仕
事
」
が
提
供
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
観
光
の
課
題
は
何
か
、
弱

点
は
何
な
の
か
を
挙
げ
て
み
る
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

①
平
和
が
大
前
提
、
災
害
に
弱
い
、
風

評
被
害
…
…
消
費
者
心
理
（
出
控
え

な
ど
）
に
影
響
さ
れ
や
す
い
。

②
需
要
が
拡
大
し
な
い
…
…
少
子
高
齢

化
に
よ
っ
て
国
内
市
場
の
低
迷
が
続
く
。

5 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集1「まち・ひと・しごと」の創生と観光——「地方創生」のジレンマと本特集の構成

＜コラム＞観光の地域振興効果について
　改めて「観光の地域振興効果」を整理したのが図３である。経済的な側面だけでない、
社会的な側面での効果も期待されており、そのバランスと相乗効果に着目する必要が
ある。稼ぐこと、経済効果だけを目的とした観光振興は、持続可能とは言い難いと言
われている。

出典：（公財）日本交通公社

図３ 観光の地域振興効果

観光・交流人口の増大

観光振興

地域社会・経済の活性化
（地域振興）

経済的効果

インフラ整備進展 税 収 拡 大 活力ある社会 豊かな生活の実現

社会的効果

既存産業の活
性化・新規産

業の立地

雇用機会の
拡大

住民所得の
増大

観光客との
交流

新規定住者
の増加

地域イメージ
の向上

地域資源の活用 環境の保全と
創造

地域文化の
伝承と保存 人材の育成
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旅
行
需
要
発
生
の
要
因
で
あ
る
金
、時

間
、意
識
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

③
期
待
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
…
…
増
え
す
ぎ

る
と
日
本
人
に
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
自
律
性
と
バ
ラ
ン
ス
（
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス
）
が
重
要
と
な
る
。

④
需
要
が
安
定
し
な
い
（
オ
ン
と
オ
フ
）

…
…
我
が
国
に
は
季
節
変
動
、
曜
日

変
動
、
天
候
変
動
が
あ
る
。
観
光
需

要
の
平
準
化
が
課
題
と
な
る
。

⑤
労
働
生
産
性
が
低
い
…
…
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
中
で
も
特
に
宿
泊
産
業
の
生
産

性
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑥
観
光
地
側
の
受
入
環
境
（
ハ
ー
ド
）、

態
勢（
ソ
フ
ト
）の
不
備
…
…
観
光
イ

ン
フ
ラ（
案
内
所
、観
光
サ
イ
ン
な
ど
）

の
充
実
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
観
光
人
材
（
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
）
の
確
保
、
定
着
、

育
成
…
…
個
々
の
企
業
の
努
力
に
は
限

界
が
あ
り
、
産
業
界
、
観
光
地
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

5
本
特
集
の
構
成

︱
雇
用
と
人
材
に
注
目

す
る
こ
と
の
重
要
性

こ
の
よ
う
に
観
光
が
必
ず
し
も
万
能
で

は
な
く
、
先
般
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
風

評
被
害
に
よ
っ
て
、
九
州
全
体
の
観
光
地

が
劇
的
に
観
光
客
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と

も
観
光
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

さ
故
で
あ
る
。
こ
う
し
た

観
光
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、今
号
で
は
「
雇
用
環
境
」、

特
に「
人
手
不
足
」「
人
材
不
足
」の
問
題

に
つ
い
て
多
面
的
に
考
察
を
試
み
る
。
観

光
産
業
に
関
す
る
雇
用
統
計
は
、
国
連
世

界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
指
摘
を

待
つ
ま
で
も
な
く
、
整
備
が
進
ん
で
お
ら

ず
、し
た
が
っ
て
、「
量
」的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
難
し
い
た
め
、
多
様
な
方
々
へ
の
取
材

を
通
じ
て
「
質
」
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展

開
し
、
特
集
を
構
成
し
て
い
る（
図
４
）。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

図４ 本特集の構成――地方創生と観光（雇用と人材の側面から）

（
注
１
） 

国
土
総
合
開
発
法（
１
９
５
０
年
）に
基
づ
く

基
本
計
画
で
あ
り
、
計
画
事
項
の
中
に
「
観

光
に
関
す
る
資
源
の
保
護
並
び
に
施
設
の
利

用
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項
」
が
規
定
さ
れ

て
い
た
。

（
注
２
） 

国
土
総
合
開
発
法
を
全
面
改
定
し
た
国
土
形

成
計
画
法（
２
０
０
５
年
）に
基
づ
く
計
画
で

あ
り
、
全
国
計
画
と
広
域
地
方
計
画
の
２
つ

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

（
注
３
） 『
地
方
消
滅
︱
東
京
一
極
集
中
が
招
く
人
口
急

減
』増
田
寛
也
編
著・中
公
新
書

（
２
０
１
４
・
８
）

（
注
４
）

 

『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』小
田
切
徳
美
著
・

岩
波
新
書（
２
０
１
４
・
12
）、『
地
方
消
滅
の

罠
』山
下
祐
介
著・ち
く
ま
新
書（
２
０
１
４
・

12
）な
ど
。

（
注
５
） 「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス
）
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://resas.

go.jp/#/13/13101

「地方創生」と観光
－雇用と人材に着目して－

主要な観光地の雇用環境

観光産業、観光地における
雇用の状況

人手不足の実態とは

観光地における雇用環境を
改善させるために

地方における「まち・ひと・しごと」の創生
－住んでよし、訪れてよし－

観光地で働く魅力は何か

＜インタビュー＞
観光産業・宿泊産業・観光地における

雇用と人材を考える

鳥羽
では

阿寒湖
大西氏

有馬
では

鳥羽
吉川氏

阿寒湖
では

草津
中澤氏

特集１

特集２

特集３

特集４

経営者の視点から

今、観光地の現場
で起きていること

＜国の立場から＞

従業員の視点から

＜業界の立場から＞

人口構成など
構造的課題

観光産業・観光地
レベルの課題

個々の宿泊施設
など企業レベルの課題

視座

観光庁
田村長官

日本旅館
協会

針谷会長

日本ホテル
協会

小林会長
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